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開館時間  

午前９時から 

午後４時まで 

入館料   

無 料 

休館日   

月曜日 

（休日に当たるときは、

直近の平日）、年末年始 

企画展「山のチカラ 大萱生鉱山」 



 
 

①都南歴史民俗資料館移動資料展 

今年も，当館の所蔵資料を移動して展示する「都南

歴史民俗資料館移動資料展」を 10月 28日(土)～10月

29日(日)，11月 3日(金・祝)～11月 5日(日)の期間，

都南公民館を会場に開催いたしました。今回は，炭焼

きの道具や山仕事の装いなど「山」に関わる資料を展

示しました。 また，市内大ヶ生高江柄集落で製作さ

れていた竹細工についてもパネルで紹介し，多くの方

から関心が寄せられました。 

本展の関連事業として，山仕事のときに脛を保護す

るために身につけるハバキの製作体験を実施しまし

た。ハバキ製作にあたっては，市内湯沢在住の小笠原

氏に製作方法を指導いただいたほか，材料であるスゲ

の採取にも同行させていただきました。当日は，募集

定員 5名と見学者のほか，当館が事務局を務める「と

なん・かけはしの会」会員も補助として参加しました。

俵編み機を使用したハバキ製作に始めは慣れなかっ

た参加者も，徐々にコツを掴み全員がハバキを完成さ

せることができました。今回の体験で製作したハバキは，当時製作していた方や身につけて山

仕事へ行ったという経験のある方が都南地域でも少なくなっています。今後も，当館では資料

の収集だけではなく，ハバキのように今では製作されなくなったものについても聞き取りや記

録をしていきたいと思います。 

 

②史跡・文化財巡り 

 当館が事務局を務める「となん・かけはしの会」が例年実施している史跡・文化財巡りが 11

月 15 日に実施され，今年度は九戸城跡と二戸市立二戸歴史民俗資料館を見学しました。現在

も史跡周辺の整備と発掘調査が行われている九戸城跡では，現地のボランティアスタッフの皆



様に案内いただきながら散策しました。二

戸歴史民俗資料館においても，展示資料に

ついて詳しい解説をいただき参加者からは

興味深い資料が多かったとの感想が多く寄

せられました。 

「となん・かけはしの会」では，常時会

員を募集しております。お気軽に当館まで

お問い合わせください。  

 

九戸城跡についての解説を聞く参加者 

③大ヶ生金山の里を巡る歴史探訪バスツアー 

 平成 29年 11月 19日(日)，当館で開催中の企画展「山のチカラ 大萱生鉱山」とタイアップし，

市農政課による「大ヶ生金山の里を巡るバスツアー」が実施されました。当日は当館学芸調査員が

製錬所跡を，中虫壁静夫氏が萬寿坑を案内し，地域おこし協力隊として市内大ヶ生で活動する池内

絵美氏が参加者をもてなしました。当日は，約 50 名が参加し大萱生鉱山の関連遺構のほか瀧源寺

などを見学しました。盛岡市に居住していても，普段なかなか大ヶ生を訪れる機会がないという方

も多いようです。大ヶ生には，大萱生鉱山のほかにも大ヶ生の歴史を伝える資料や史跡が残されて

います。ぜひ，大ヶ生に足を運んでみてください。 

 

 当館では，平成 29年 10月 21日(土)から 12月 17日

(日)まで企画展「山のチカラ 大萱生鉱山」を開催い

たしました。本展では，当館が保管する大萱生鉱山資

料のなかから，大正～昭和 10年代における住友経営期

の資料を中心に展示しました。鉱山事務所や製錬所な

ど当時の大萱生鉱山に関する図面や写真から，最盛期

の鉱山の概要について紹介しました。来館者の鉱山へ

の関心は高く，今後も大ヶ生の皆様の協力を得ながら

情報を発信していきたいと考えています。 

 

市民参加展「第８回旧暦ひなまつり展」平成 30 年 3 月 17日(土)～4月 22 日(日) 
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史
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俗
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、
一
九
八
八
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※
こ
ち
ら
で
紹
介
し
て
い
る
民
話
は
，
冊
子
「
と
な
ん
の
民
話
」
に

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
の
図
書
館
の
ほ
か
，
当
館
で
も
貸
出
を

し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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さ
ん
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と
な
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昔
ば
な
し
五
十
三 

盛岡市所在指定･登録文化財紹介○53  

国登録民俗文化財 

 

岩手県公会堂 1 棟 

当時皇太子だった昭和天皇の御成婚記念

事業の一環として建設が計画され，昭和

2(1927)年に完成しました。設計は東京都の

日比谷公会堂などを手がけた佐藤功一によ

るもので，地上 2階，地下 1階，塔屋部分の

外観様式は新古典主義で，外壁にはテラコッ

タ (装飾陶板)が施されています。昭和

3(1928)，陸軍大演習の際には，大本営御統

監室として貴賓室が，御座所として隣の和室

控室が使用されました。 

参考文献：盛岡市教育委員会『もりおかの文化財』

(2008)，渡辺敏男『盛岡市文化財シリーズ第四十二集 

盛岡の洋風建築』(2014) 

資料は語る○53  

 

【見前学校築造契約書】 

資料は,明治 32(1899)年の見前尋常小学校

(現見前小学校)の新校舎建設に関する契約書

です。契約書には，建設に使用する用材の一覧

表と絵図面が添付されており，絵図面には教員

室や教場のほか裁縫室が記されています。ま

た，校舎には男女で別々の入口が設けられてい

たことがわかります。新校舎の建設費用には，

同校の学資金と見前村内から集められた寄付

金が充てられました。 

同校の尋常科に高等科が併置されたことに

より，見前尋常高等小学校と改称しています。 

参考文献：見前小学校創立 100 周年記念事業協賛会『見

前小学校 100 周年記念誌』(1973)，都南村誌編集委員会

『都南村誌』(1974) 


